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本
調
査
は
、
二
〇
二
〇
年
夏
に
開
催
を
予
定
し
て
い
る
展
覧
会
「
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
を
通
し

て
浮
世
絵
を
見
る（
仮
称
）」
の
準
備
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
展
覧
会
は
一
九
世
紀

末
〜
二
〇
世
紀
初
め
に
活
躍
し
た
西
洋
の
芸
術
家
が
浮
世
絵
に
出
会
っ
た
時
、
何
を
新
し
い

と
感
じ
、
自
ら
の
芸
術
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
の
か
を
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
版
画
・
絵
画
か

ら
辿
り
、
彼
ら
の
視
点
を
借
り
て
新
た
に
浮
世
絵
版
画
の
魅
力
を
再
発
見
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
調
査
で
は
、
ア
メ
リ
カ
北
東
部
の
三
つ
の
美
術
館
を
訪
ね
た
。
時
系
列
に
沿
っ
て
紹
介
す

る
と
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
美
術
館
、
ジ
マ
ー
リ
美
術
館
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
と
な

る
。
本
稿
で
は
、
調
査
先
ご
と
に
概
要
を
報
告
し
た
い
。
調
査
期
間
は
、
二
〇
一
八
年
三
月

七
日（
水
）か
ら
一
八
日（
日
）に
か
け
て
の
一
二
日
間
で
、
千
葉
市
美
術
館
副
館
長
兼
学
芸
課

長
田
辺
昌
子
・
学
芸
員
山
根
佳
奈
の
ほ
か
、
木
下
京
子
氏（
多
摩
美
術
大
学
美
術
学
部
教
授
／

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
美
術
館
学
芸
員
）が
参
加
し
た
。
い
ず
れ
も
訪
問
先
の
担
当
学
芸
員
の

協
力
を
得
て
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
に
分
類
さ
れ
て
い
る
版
画
作
品
を
中
心
に
、
ポ
ス
タ
ー
や
印

刷
物
、
油
彩
画
等
も
含
め
て
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
日
本
の
美
術
の
影
響
を
受
け
て
制

作
さ
れ
た
作
品
を
中
心
と
す
る
調
査
で
あ
っ
た
が
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
美
術
館
で
は
、
ジ

ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
代
表
的
作
家
の
一
人
と
さ
れ
る
メ
ア
リ
ー
・
カ
サ
ッ
ト
旧
蔵
の
屛
風
を
、
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
で
は
、
同
館
の
誇
る
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
喜
多
川
歌
麿
の
作

品
な
ど
も
あ
わ
せ
て
調
査
し
た
。
調
査
作
品
を
数
え
る
と
七
九
八
件
と
な
る
。

　
今
回
、
ア
メ
リ
カ
で
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
受
容
・
展
開
に
つ
い
て
、
作
品
を
通
し
て
あ
ら

た
め
て
考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
人
作
家
の
目
を
通
し
た
ジ
ャ

ポ
ニ
ス
ム
及
び
ア
メ
リ
カ
国
内
で
の
展
開
に
つ
い
て
、
ま
た
、
何
を
も
っ
て
日
本
美
術
か
ら

の
影
響
と
す
る
か
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
な

お
本
調
査
は
、
一
般
財
団
法
人
高
久
国
際
奨
学
財
団
か
ら
の
研
究
助
成
を
受
け
た
「
版
画
を

通
し
た
東
西
交
流
の
研
究
」
の
一
環
と
し
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
報
告
に
先
立
ち
、
あ

ら
た
め
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
、
調
査
先
と
の
調
整
お
よ
び
現
地
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
引

き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
木
下
氏
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
美
術
館
の
版
画
・
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
担

当
学
芸
員
シ
ェ
リ
ー
・
ラ
ン
デ
ー
ル
氏
、
東
洋
部
長
フ
ェ
リ
ス
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
氏
、
ジ
マ

ー
リ
美
術
館
の
版
画
・
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
担
当
学
芸
員
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・

ギ
ヴ
ィ
ス
コ
ー
ス
氏
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
の
日
本
美
術
担
当
学
芸
員
ジ
ョ
ン
・
カ
ー

ペ
ン
タ
ー
氏
と
モ
ニ
カ
・
ビ
ン
チ
氏
ほ
か
、
調
査
先
各
機
関
の
惜
し
み
な
い
協
力
に
お
礼
を

申
し
上
げ
た
い
。

●
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
美
術
館（Philadelphia M

useum

 of Art

）

　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
美
術
館
は
ア
メ
リ
カ
独
立
か
ら
一
〇
〇
周
年
を
記
念
し
て
同
地
で
万

国
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
一
八
七
六
年
に
設
立
さ
れ
た
。
東
部
で
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
次
ぐ
規
模
で
、
古
典
か
ら
現
代
ま
で
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
分
野
は
幅
広
く
、
浮
世
絵
四
〇
〇
〇
点
以
上
を
含
む
日
本
美
術
を
所
蔵
し
て
い

る
。

「
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
を
通
し
て
浮
世
絵
を
見
る（
仮
称
）」
展
の
た
め
の
作
品
調
査
報
告

山
根
佳
奈
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こ
こ
で
の
主
目
的
は
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
生
ま
れ
の
画
家
メ
ア
リ
ー
・
カ
サ
ッ
ト

（M
ary C

assatt 1844－1926

）の
作
品
で
あ
っ
た
。
カ
サ
ッ
ト
は
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
の
裕

福
な
家
庭
に
生
ま
れ
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
美
術
大
学（
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
）で
美
術
を
学
び

始
め
た
の
ち
パ
リ
へ
渡
り
、
ド
ガ
と
の
交
流
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
印
象
派
の
画
家
で

あ
る
。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
美
術
館
に
は
、
カ
サ
ッ
ト
の
作
品
が
多
く
収
蔵
さ
れ
て
い
る

が
、
日
本
美
術
に
魅
せ
ら
れ
た
画
家
が
他
の
印
象
派
の
画
家
た
ち
に
先
立
ち
、
い
ち
早
く
購

入
し
た
浮
世
絵
版
画
や
屛
風
な
ど
の
旧
蔵
品
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
も
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、

今
回
調
査
し
た
作
品
の
中
に
は
、
カ
サ
ッ
ト
の
親
族
に
よ
る
寄
贈
作
品
も
複
数
含
ま
れ
て
い

た
。

　
カ
サ
ッ
ト
は
一
九
〇
〇
年
前
後
よ
り
母
と
子
を
主
題
と
し
て
、
対
象
を
親
密
な
眼
差
し
で

描
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
本
調
査
で
も
、
主
に
同
主
題
の
版
画
作
品
六
八
点
あ
ま
り
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
。
浮
世
絵
版
画
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
母
と
幼
子
の
姿
か
ら
の
影
響
が
指
摘

さ
れ
る
同
主
題
の
作
品
に
つ
い
て
の
調
査
で
あ
っ
た
が
、
予
想
外
に
興
味
深
か
っ
た
の
は
、

カ
サ
ッ
ト
が
版
画
用
紙
と
し
て
古
い
書
籍
等
の
風
合
い
の
あ
る
紙
を
再
利
用
し
て
い
た
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
同
館
で
の
先
行
研
究
も
踏
ま
え
て
も
う
少
し
調
べ
て
み

た
い
。

　
次
に
、
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
ス
リ
ー
・
ダ
ウ（A

rthur W
esley D

ow

 1857－1922

）が
、
ア

メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
人
物
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
州
東
部
の
小
さ
な
街
イ
プ
ス
ウ
ィ
ッ
チ
で
生
ま
れ
、
絵
画
、
版
画
、
写
真
の
分
野

で
活
躍
し
た
が
、
特
に
北
斎
作
品
と
の
出
会
い
を
通
じ
て
日
本
美
術
の
原
理
に
基
礎
を
お
い

た
美
術
教
育
を
確
立
し
、
ア
メ
リ
カ
で
の
普
及
と
実
践
に
つ
と
め
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
教
育

者
で
も
あ
る
。
重
要
な
作
家
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
こ
で
実
見
で
き
た
の
は
一
九

〇
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
本
一
冊
の
み
で
あ
っ
た
。
ダ
ウ
に
つ
い
て
は
、
次
の
調
査
先
ジ
マ
ー

リ
美
術
館
で
版
画
作
品
を
複
数
見
る
こ
と
が
か
な
っ
た
。

　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
と
次
の
ジ
マ
ー
リ
で
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
ま
っ
た
数
の
作
品
を
目
に
す
る

こ
と
に
な
る
版
画
家
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ビ
ュ
オ（F

élix H
ilaire B

uhot 1847－1898

）は
、

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ビ
ゴ
ー
に
影
響
を
与
え
た
日
本
美
術
愛
好
家
で
あ
る
。
一
つ
の
作
品
に
複
数

の
版
を
重
ね
る
な
ど
、
実
験
的
で
幻
想
的
な
エ
ッ
チ
ン
グ
作
品
で
知
ら
れ
て
お
り
、
今
回
の

調
査
で
も
、
い
く
つ
か
の
作
品
に
日
本
的
な
モ
チ
ー
フ
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。

　
同
じ
く
両
館
で
複
数
所
蔵
さ
れ
て
い
た
の
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
生
ま
れ
、
移
民
と
し
て

渡
っ
た
ア
メ
リ
カ
で
活
動
し
た
ブ
ル
ー
ア
・
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
オ
ル
ソ
ン
・
ノ
ー
ド
フ
ェ
ル
ト

（B
ror Julius O

lsson N
ordfeldt 1878－1955

）の
木
版
画
で
あ
る
。
一
九
〇
六
年
の
制
作

と
さ
れ
る
一
連
の
版
画
作
品
に
は
、
浮
世
絵
版
画
に
特
徴
的
な
構
図
や
木
目
の
表
情
を
生
か

す
工
夫
が
見
ら
れ
た（
ジ
マ
ー
リ
美
術
館
で
は
、
よ
り
直
接
的
な
影
響
が
感
じ
ら
れ
る
波
や

雨
の
モ
チ
ー
フ
が
見
ら
れ
た
）。
ま
た
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
の
版
画
家

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ‘P

rovincetow
n P

rinters’ 

に
ノ
ー
ド
フ
ェ
ル
ド
が
も
た
ら
し
た
と
さ
れ
る

  ‘w
hite-line w

oodcut’  （
糊
で
目
止
め
を
し
て
白
い
線
を
残
す
技
法
）は
、
浮
世
絵
版
画
か
ら

の
影
響（
た
だ
し
、
こ
の
技
法
で
は
色
別
の
版
木
は
作
ら
ず
、
一
枚
の
版
木
で
多
色
表
現
を

目
指
す
）が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本
調
査
で
も
該
当
す
る
作
品
を
複
数
見
る
こ
と
が
で
き

た
。

　
千
葉
市
美
術
館
が
近
代
版
画
の
作
家
と
し
て
収
集
対
象
と
し
、「
版
画
を
通
し
た
東
西
交

流
の
研
究
」
の
一
環
と
し
て
調
査
と
展
覧
会
企
画
を
進
め
て
い
る
「
チ
ェ
コ
に
お
け
る
ジ
ャ

ポ
ニ
ス
ム（
仮
称
）」
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
予
定
の
作
家
エ
ミ
ー
ル
・
オ
ル
リ
ッ
ク（E

m
il 

O
rlik 1870－

1932

）の
作
品
四
点
を
調
査
し
た
他
、
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
マ
ネ（É

douard 

M
anet 1832－1883

）、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
テ
ィ
ソ（Jam

es T
issot 1836－1902

）、
エ
ド
ゥ
ア

ー
ル
・
ヴ
ュ
イ
ヤ
ー
ル（É

douard V
uillard 1868－1940

）、
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ァ
ロ
ッ

ト
ン（Félix E

douard V
allotton 1865－1925

）、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ア
ボ
ッ
ト
・
マ
ク
ニ
ー
ル
・

ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー（Jam

es A
bbott M

cN
eill W

histler 1834－1903

）な
ど
の
版
画
作
品
を
中

心
に
実
見
し
た
。
特
に
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
美
術
館
、
ジ
マ



25

ー
リ
美
術
館
と
も
ま
と
ま
っ
た
数
の
作
品
を
有
し
て
お
り
、
調
査
対
象
と
な
っ
た
も
の
は
合

わ
せ
て
一
一
六
点
に
上
る
。
繰
り
返
し
描
か
れ
た
構
図
も
多
く
、
典
型
的
な
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム

の
特
徴
を
示
す
橋
の
モ
チ
ー
フ
を
中
心
に
調
査
を
進
め
た
。

●
ジ
マ
ー
リ
美
術
館（The Zim

m
erli Art M

useum

 at Rutgers U
niversity

）

　
ジ
マ
ー
リ
美
術
館
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
に
あ
る
ラ
ト

ガ
ー
ス
大
学
付
属
の
施
設
で
あ
る
。
同
大
学
は
植
民
地
時
代
か
ら
の
古
い
歴
史
を
持
つ
名
門

大
学
で
あ
り
、
幕
末
か
ら
明
治
初
頭
に
か
け
て
、
松
方
幸
次
郎
は
じ
め
多
く
の
留
学
生
が
学

び
、
日
本
と
の
繋
が
り
も
深
い
。
一
九
六
六
年
に
前
身
と
な
る
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
ア
ー
ト
ギ

ャ
ラ
リ
ー
が
作
ら
れ
、
一
九
八
三
年
に T

he Jane V
oorhees Zim

m
erli A

rt M
useum

が

設
立
さ
れ
た
。
六
万
点
の
収
蔵
作
品
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美

術
、
ロ
シ
ア
と
ソ
ビ
エ
ト
の
ノ
ン
・
コ
ン
フ
ォ
ル
ミ
ス
ト
美
術
を
中
心
に
、
中
で
も
一
九
世

紀
フ
ラ
ン
ス
の
版
画
・
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
・
稀
覯
本
の
分
野
が
充
実
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
ジ

ャ
ポ
ニ
ス
ム
関
係
の
作
品
も
多
く
所
蔵
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
も
研
究
に
基
づ
き
関
連
す

る
展
覧
会
を
開
催
し
て
き
た
実
績
が
あ
る
。
中
で
も
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ビ
ュ
オ
、
ア
ン
リ
・

ゲ
ラ
ー
ル（H

enri G
uérard 1846－1897

）、
ア
ン
リ
・
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル（H

enri R
ivière 

1864－1951

）の
作
品
に
つ
い
て
は
、
ま
と
ま
っ
た
規
模
の
所
蔵
を
誇
る
。
今
回
の
調
査
で

も
こ
れ
ら
の
作
家
に
つ
い
て
は
多
く
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ジ
マ
ー
リ
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
約
三
〇
年
前
に
「
青
い
目
の
浮
世
絵
師
た
ち 

ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
展
」（
会
期
一
九
九
〇
年
一
二
月
二
〇
日
|
一
九
九
一
年
一
月
二

〇
日 

世
田
谷
美
術
館
）と
し
て
日
本
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
水
彩
・
版
画
を
中
心
に
一
四
〇

点
余
り
で
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
今
回
の
調
査
で
は
、
同
展
覧
会
の
図
録
を
参
考
に

し
つ
つ
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
ギ
ヴ
ィ
ス
コ
ー
ス
氏
の
提
案
を
受
け
て
調
査
を
進
め
た
。

　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
美
術
館
で
は
本
一
冊
の
み
の
調
査
と
な
っ
た
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
ス
リ

ー
・
ダ
ウ
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
制
作
年
代
の
異
な
る
八
点
の
作
品（
木
版
画
五
点
、
ポ

ス
タ
ー
三
点
）を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
ア
メ
リ
カ
の
美
術
教
育
の
分
野
で
語
ら
れ
る
こ
と

の
多
い
ダ
ウ
だ
が
、
著
書
『
構
図（C

om
position

）』（
一
八
九
九
年
）に
著
さ
れ
た
そ
の
教
育

メ
ソ
ッ
ド
は
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
下
で
過
ご
し
た
経
験
に
負
う
と
こ
ろ
が

大
き
い
と
さ
れ
る
。
同
書
は
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
多
く
の
読
者
を
得
た
こ
と
に
よ
り
、
ジ
ャ

ポ
ニ
ス
ム
の
裾
野
を
広
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ダ
ウ
は
著
書
の
み
な
ら
ず
そ
の
作
品
に
よ
っ

て
も
、
ア
メ
リ
カ
の
作
家
や
美
術
学
生
た
ち
の
間
に
日
本
美
術
や
多
色
摺
木
版
画
に
対
す
る

興
味
を
も
た
ら
し
た
。
ダ
ウ
の
木
版
画
で
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
の
風
景
が
シ
ン
プ
ル
な
構

図
と
色
使
い
で
描
か
れ
、
同
じ
版
木
で
色
を
変
え
て
摺
る
な
ど
、
多
色
摺
木
版
画
の
技
法
的

な
特
徴
そ
の
も
の
が
表
現
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
自
身
、
日
本
美
術
の
コ
レ
ク
タ
ー
で
も
あ

り
、
一
九
〇
三
年
に
来
日
し
て
美
術
品
を
収
集
し
た
と
さ
れ
、
没
後
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
売

り
立
て
目
録（T

he A
m

erican A
rt A

ssociation, 1923 : N
ew

 Y
ork

）に
は
、
浮
世
絵
版
画

や
版
本
か
ら
版
木
に
至
る
ま
で
が
、
日
本
や
中
国
の
工
芸
品
と
と
も
に
数
多
く
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
三
六
件
の
作
品
に
あ
た
っ
た
ヘ
レ
ン
・
ハ
イ
ド（H

elen H
yde 1868－1919

）を
挙

げ
る
。
う
ち
一
件
は
、
千
葉
市
美
術
館
所
蔵
作
品
と
の
関
連
と
い
う
面
か
ら
も
興
味
深
い
と

思
わ
れ
る
作
品   ‘Songs of the Japanese C

hildren’（
一
九
〇
一
年
）で
、
未
刊
行
の
歌
集

の
た
め
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
集
で
あ
る
。
最
初
の
日
本
滞
在（
一
八
九
九
|
一
九
〇
一
）の
成
果

の
一
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
後
の
木
版
画
作
品
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
今
後
調
査
を
進
め

た
い
。
あ
わ
せ
て
、
ハ
イ
ド
同
様
に
来
日
経
験
が
あ
り
、
同
じ
く
所
蔵
作
家
で
あ
る
バ
ー

サ
・
ラ
ム（B

ertha Lum

 1869－1954

）の
作
品
一
五
点
も
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
五
〇
点（
う
ち
一
二
点
は
印
刷
物
）の
ま
と
ま
っ
た
数
の
作
品
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た

ジ
ュ
ー
ル
・
シ
ャ
デ
ル（Jules C

hadel 1870－1942

）は
、
ア
ン
リ
・
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
な
ど

と
と
も
に
「
日
本
美
術
友
の
会（Les A

m
is de l’A

rt Japonais

）」
の
会
員
と
し
て
活
動
し

た
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
で
あ
る
。
浮
世
絵
版
画
か
ら
の
影
響
は
構
図
や
モ
チ
ー
フ
だ
け
で
な
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く
、
彫
り
や
摺
り
の
作
業
を
含
む
木
版
画
技
法
へ
の
取
り
組
み
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
多
い
数
の
作
品
を
目
に
し
た
の
は
、
パ
リ
で
活
動
し
た
挿
絵
画
家
ア
ン
リ
・
ソ
ム

（H
enry Som

m

 1844－1907

）の
版
画
で
あ
る
。
流
行
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
身
を
包
ん
だ
女

性
と
と
も
に
日
本
的
な
モ
チ
ー
フ
を
配
し
た
作
品
の
ほ
か
、
北
斎
作
品
な
ど
日
本
の
版
本
や

印
刷
物
か
ら
そ
の
ま
ま
転
用
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
も
見
ら
れ
た
。
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
画
家

と
し
て
日
本
で
の
知
名
度
は
必
ず
し
も
高
く
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
時
代
の
多
く

の
画
家
た
ち
に
日
本
美
術
が
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
か
を
た
ど
る
上
で
は
興
味
深

い
作
品
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
続
き
、
ジ
マ
ー
リ
美
術
館
で
も
一
七
点
を
調
査
し
た
メ
ア
リ
ー
・

カ
サ
ッ
ト
の
版
画
は
、
い
ず
れ
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間
で
モ
デ
ル
を
つ
と
め
た
女
性
や
子

ど
も
た
ち
と
の
親
密
な
距
離
が
感
じ
ら
れ
る
小
品
で
あ
っ
た
。

　
他
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
研
究
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ビ
ン
グ
編
『
芸

術
の
日
本（Le Japon A

rtistique

）』（
一
八
八
八
|
一
八
八
九
刊
行
分
）、
ル
イ
・
ゴ
ン
ス

『
日
本
美
術（L’A

rt Japonais

）』（
一
八
八
三
年
）な
ど
の
刊
行
物
に
つ
い
て
も
調
査
を
進
め

た
。

●
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館（The M

etropolitan M
useum

 of Art

）

　
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
は
一
八
七
〇
年
に
開
館
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
最
大
の
美
術
館

で
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
美
術
か
ら
現
代
美
術
ま
で
幅
広
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
有
し
て
お
り
、
ル

ー
ブ
ル
美
術
館
に
次
ぐ
入
場
者
数
を
誇
る
。
私
立
の
美
術
館
で
あ
り
、「
ペ
イ
・
ア
ズ
・
ユ
ー
・

ウ
ィ
ッ
シ
ュ
」
と
い
う
ポ
リ
シ
ー
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
は
ユ
ニ
ー
ク
な
入
館
料
設
定
で
あ
っ

た
が
、
本
調
査
チ
ー
ム
が
訪
ね
た
二
〇
一
八
年
三
月
よ
り
一
部
対
象
を
除
き
固
定
の
金
額
が

設
定
さ
れ
た
。

　
こ
こ
で
は
二
八
点
の
浮
世
絵
版
画
を
調
査
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、
喜
多
川
歌
麿
八
点
、
鳥

居
清
長
六
点
、
鈴
木
春
信
五
点
、
葛
飾
北
斎
五
点
、
歌
川
広
重
三
点
、
鳥
文
斎
栄
之
一
点
で

あ
る
。「
自
在
な
視
点
」「
木
の
間
越
し
の
景
色
」「
母
と
子
の
姿
」「
さ
り
げ
な
い
日
常
を
描
く
」

な
ど
と
い
っ
た
、
今
回
の
展
覧
会
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
沿
っ
て
リ
ク
エ
ス
ト
し
た
作
品
が
次
々

と
披
露
さ
れ
た
。
調
査
チ
ー
ム
は
先
行
す
る
二
つ
の
調
査
先
で
目
に
し
た
膨
大
な
数
の
作
品

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
え
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、
調
査
チ
ー
ム
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
加
え
て
、
各
館
の
所
蔵
作
品
の

中
か
ら
西
洋
美
術
の
歴
史
の
中
で
「
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
」
と
捉
え
ら
れ
て
き
た（
彼
ら
自
身
が

自
ら
の
歴
史
の
中
で
捉
え
て
き
た
）作
品
を
各
館
で
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
た
だ
い
た
の
で

あ
る
が
、
調
査
の
過
程
で
「
こ
れ
も
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
な
の
か
？
」
と
戸
惑
う
場
面
も
あ
っ

た
。
日
本
美
術
の
影
響
に
よ
っ
て
現
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
以
前

の
美
術
史
は
も
と
よ
り
文
化
的
背
景
を
熟
知
し
て
い
な
け
れ
ば
判
断
は
難
し
い
。
こ
れ
も
本

調
査
を
通
し
て
実
感
し
た
こ
と
で
あ
り
、
今
後
の
調
査
研
究
に
お
い
て
も
心
に
と
め
て
お
き

た
い
と
思
う
。
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‘Report on a Research Survey of Artworks for the Exhibition 
“Ukiyo-e Viewed through Japonism (tentative title)”.’

Yamane Kana

 This research survey was conducted with the aim of preparing for an exhibition to be held in the summer 
of 2020, “Ukiyo-e Viewed through Japonism (tentative title)”. This exhibition will trace back through Japonism 
prints and paintings from when Western artists, active from the late 19th century into the early 20th century, 
came across Ukiyo-e, to find what they sensed as new, and what they thought to incorporate in their own art. 
By borrowing their viewpoints, the exhibition will also attempt to newly rediscover the fascination of Ukiyo-e 
prints. 
 For the research survey we visited three art museums in North-East USA. These were, in order of visiting, 
Philadelphia Museum of Art, Zimmerli Art Museum and the Metropolitan Museum of Art. This paper intends 
to report the findings at each of the research locations. The duration of the research survey was 12 days from 
Wednesday, March 7th 2018 through Sunday, 18th, and was attended by Chiba City Museum of Art curators 
Tanabe Masako and Yamane Kana, as well as Kinoshita Kyoko (Professor, Tama Art University Faculty of Art 
and Design; Curator, Philadelphia Museum of Art). At each place of visit we received cooperation from the 
curator in charge, and were able to inspect, for the most part, prints classified as Japonism, but also posters, 
publications and oil paintings etc. The survey centered on works produced through influence from Japanese art; 
however, at the Philadelphia Museum of Art we examined a folding screen that once belonged to a leading 
Japonism artist, Mary Cassatt, and, at the Metropolitan Museum of Art, an additional 28 pieces of artwork by 
Torii Kiyonaga from the Ukiyo-e collection that the museum boasts. The number of works surveyed numbered 
798.
 From this research survey, we were able to enhance our understanding of the reception and development 
of Japonism in America through the artworks. We believe we found clues to the Japonism viewed by American 
artists, and to its development in America.
 Finally, this research survey was carried out as part of the “Research of East-West Exchange found in 
Prints” that has received research funding from the Takaku Foundation.

(Translated by Barbara Cross)
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